
 

 

 

 

 先週の土曜日（６月２４日）、横尾小学校のウォ-

クラリー大会が開催されました。横尾小学校の多く

の児童の皆さんを間近で見たり、話をしたりするよ

い機会をいただきました。 

 本校では、４月２８日（金）に「地域ボランティ

ア説明会」を開き、今年度は少なくとも１つは地域

行事にボランティアとして全校生徒が参加しよう

という会を開きました。今回の横尾小のウォークラ

リー大会では、１部２役として女子バスケットボー

ル部の２人が参加してくれました。また、部活動生

徒以外からも３人の生徒が参加してくれました。３

年の飯田さん、野田さんが回ってきた班の番号をチ

ェックする係を、児童の誘導とヒント出しを３年副

島さんが、問題を出す係を内村さんと織田さんがや

ってくれました。特に、今回は部活動以外の生徒の

ボランティア活動が初めてのことで、参加してくれ

た３人には感謝でした。問題を出題する２人は小学

生に対して「この辺りに問題があります」と指示を

出して、悩んでいる小学生にはヒントも出していま

した。ちなみに問題は、 

 「この坂の名前は？」 

中学校の近所に住んでいる児童は、ブロック塀に大

きく書かれているので、すぐに「①番」と答えてい

ました。小学校１年生から６年生まで、楽しく活動

できていたようでした。 

 また、閉会式ではブラスバンド部の６名も参加し、

演奏を通して閉会式を盛り上げてくれました。 

 勉強も大事です

が、こういったボ

ランティアといっ

た経験も、今回の

ように多くの人た

ちと触れ合ったり、

感謝の言葉を伝え

てもらったり、貴

重な経験を得られ、大事なことだと思えます。今年

はいろいろな地域行事が予定されています。本校生

徒の積極的な参加を期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２６日（月）の５校時、被爆者の

末永浩先生をお迎えして、今年度の「被爆体験講話」

を行いました。 

 末永先生は、入市被爆者で、直接長崎市内で被爆

されてはいないのですが、お母様と妹さんの２人は

立山で被爆され、夜通し歩いて諫早まで来たとのこ

とでした。「平和が大事、命が大事」という言葉を繰

り返し話され、印象に強く残りました。末永先生の

「長崎の人間として平和を語り継いでほしい」とい

う思いも感じました。８７歳というご高齢にかかわ

らず、今年も長崎市の小中学校でご講演をいただき、

ありがたいと感じております。 

 
 

 講話後、校長室でお話をさせていただきました。

末永先生は、郵便局での仕事をされておられたが、

長崎市に戻ってきて社会科の教員をされたとのこ

とでした。校長室の歴代の校長先生方の写真をご覧

になられて同じ職場で務めたと懐かしそうにお話

をされておられました。また、講話の中でもお話を

されておられましたが、末永先生は、世界を回って

平和や核廃絶についてご講演をされてきたとのこ

とでした。ウクライナのチェルノブイル原発や北朝

鮮にも行かれたとのことでした。 

 最後に、ご自身が執筆された冊子をいただきまし

た。今後の平和学習のために本校の図書館に置かせ

ていただくことにしました。多くの生徒に目を通し

てほしいと思います。 
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